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2020年6月4日に予定しておりました本年度第
77回通常総会につきましては、新型コロナウィル
スの感染拡大による非常事態宣言が発令されたた
め、大規模集会を伴う開催場所の使用が困難とな
り、従来の集合形式での開催は中止とさせて頂く
ことといたしました。事前に社員の皆様に送付さ
せて頂きました同意依頼書により全社員の同意が
得られましたので、本年度の第77回通常総会に
つきましては適法に成立し、また、当該決議事項
につきましても適法に決議されました。
この結果につきましては、会報誌第193号（7月
号）にて報告することといたしました。

はじめに深尾会長より今第77回通常総会の中
止にあたり、ご挨拶を申し上げます。
2020年6月4日に開催を予定していた第77回
社員総会については、今般の新型コロナウィルス
の感染拡大を鑑みて、皆さま方の安全を第一に考
慮した結果、開催を中止とさせて頂きました。ご
出席の準備をされていた皆様には大変ご迷惑をお
かけいたしましたことをお詫び申し上げます。
さて、現在も世界の多くの国で、多くの人々が
新型コロナウィルスの猛威に苦しまれています。
感染された方々にお見舞いを申し上げるととも
に、不幸にもお亡くなりになった方々に謹んで哀
悼の意を捧げます。
また、世界各地でこの前例のない災禍に立ち向
かい、医療をはじめあらゆる局面において治療や
感染の予防、社会システムの維持などに奮闘努力
されている方々に、深く感謝の意を表します。
新型コロナウィルス感染問題が一日も早く終息
し、社会、経済の早期正常化を願うばかりです。
前回全溶連大会は、北陸高圧ガス溶材組合主催
により、2019年6月4日に開催されました。次
回の第78回全溶連大会は、2021年6月3日で、
2007年の第64回大会以来14年ぶりの九州大会
となります。全国の全溶連会員各位をつつがなく
お迎えするべく、鋭意大会準備を進めて参ります。
全溶連の活動方針については、今後も保安に向

会 長 挨 拶
けた活動の基本的な部
分は変わりません。当
連合会は高圧ガス流通
業界唯一の全国組織で
あり、消費先での保安
確保を最優先課題とし
て取り組んでおりま
す。昨年は全国各地で
大規模な自然災害が発
生し、甚大な被害をもたらしました。災害時には
高圧ガス容器の流出の危険性もありますので、災
害対策にも積極的に取り組んで参ります。
また、消費先における災害事故は高止まりにあ

る状況です。経済・保安ワーキング活動を通じて
事故防止に向けた建設的な議論を進め良い方向に
もっていきたいと考えています。
具体的な活動内容としては、高圧ガス停滞容器

全国一斉特別回収の継続実施や高圧ガス不明容器
処理の対策・推進、自主保安活動と消費者への保
安対策の強化、推進などを予定しています。なお、
消費者保安講習テキストは4年ぶりの改訂版を発
行し、周知文書の記載内容を解説する解説書を周
知文書全文解説書と題し8年ぶりに全面改定いた
しました。
今後は、官庁・業界との密接な連絡、関係法令

の伝達指導や組織の整備拡充強化に向けた会員増
強にも力を入れて参ります。
自主保安活動の更なる浸透に向けては、業界内

外に我々全溶連の活動をアピールしていく必要が
あります。特に放置容器など長期停滞容器の問題
は、腐食が進行した場合に破裂の危険性などが排
除できないため、業界全体で取り組むべき課題で
す。長期停滞容器の危険性と解消に向けた活動の
意義を消費現場に理解して頂けるよう啓発チラシ
やポスターなどの配布を通して一層広く浸透させ
ていきたいと考えています。
引き続き、会員皆様の一層のご支援、ご協力を

お願い申し上げます。

深尾  会長
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2019年度
事業報告承認の件

第1号
議 案

1.全溶連の環境
昨年は、米中貿易摩擦の激化は両国の報復関税
の応酬に至り、世界経済に影響をもたらしまし
た。また、我が国では、韓国に対する輸出管理対
応により相互の関係が悪化の一途をたどる中、回
復基調にあるとされながらも、今後の日本経済は
予断を許さない状況が続いております。
一方、国内では近年台風による河川の氾濫、土
砂災害などの自然災害が頻度・規模ともに拡大し
て、従来の常識が通用しないレベルの災害が多く
発生しています。これに伴い、河川の増水に伴う
高圧ガス容器流出による社会的不安の抑制のため
にも、流出防止対策が迫られております。
また、新型コロナウイルス感染症への対策とし
て3月に開催予定していた経済・保安合同委員会
は、感染拡大防止のため中止といたしました。
高圧ガスは人々の生活だけでなく産業用、医療
用の分野に加え、防災対策上も必要不可欠な資源
であります。災害時においては業界全体が、安定
供給と保安確保に支障をきたすことのないよう、
災害規模に応じた適切な対応はもとより、減災、
防災のための対策として被災情報の収集など、関
係機関との連携強化が求められます。
さて、全溶連を取り巻く環境は、原材料の高騰、
人手不足等々厳しい状況に変わりありません。ま
た、働き方改革への対応、AI等による生産性の向
上といった課題は、高圧ガス業界としても避けて
通ることはできません。
消費先における高圧ガス災害事故状況は、依然
として高水準で推移しています。その事故原因は
多岐に及びますが、いずれの事象においても誤操
作・誤判断によるヒューマンファクターが上位を
占めます。このため、消費先において取扱いガス
の特性や機器の使用方法を再確認頂くことが重要
な課題であります。
全溶連としましては、会員に対し、高圧ガス保
安法に係るコンプライアンス徹底の一環として、

消費現場における需要家の皆様の自主保安活動を
推進しております。
また、放置容器の危険性も見過ごすことはでき

ず、高圧ガス容器回収、早期返却、高圧ガス保安
契約締結を進める一方、鳥インフルエンザ、豚コ
レラ対応についても行政と関係団体と協力して引
き続き取り組んでまいります。
こうした中、全溶連では自主保安活動の一環と

して、消費者向けの高圧ガスを安全にご利用頂く
ための保安文書、販売店向け社内教育の文書を多
数刊行しております。
今後も消費者保安の確保に向けて保安文書改

訂、新規発行に一層注力して参ります。
これらを含め、関係行政機関や関連業界のご指

導ご支援をお願いしながら、「保安を何より優先
させて、消費者における高圧ガスの安全・安心を
図る」という基本を常に意識して、自主保安活動
に着実に取り組んで参る所存でございます。

2.事業活動の状況
（1）第76回全溶連大会の開催
2019年6月4日、ホテル日航金沢において第

76回全溶連総会・大会が北陸高圧ガス溶材組合の
主催で開催され、総会後の大会式典には240名の
出席を頂きました。第2部では、石川県の人気温
泉旅館の加賀屋による「加賀屋の流儀」と題した
記念講演が行われ、引き続き開催された懇親会で
は、伝統芸能、ビックバンドによるアトラクショ
ンを企画し、実行委員会が手配した銘酒が振る舞
われ歓談のひと時を堪能頂きました。翌日は、オ
プションとして金沢市内観光、ゴルフコンペで参
加者の親睦が図れました。
（2）高圧ガス保安確保への対応
全溶連は消費先の保安確保を最重要課題として

取り組んでおりますが、決して事故が全体として
減少に向かっているとは言い難い状況です。
全溶連としては、会員への高圧ガス保安法のコ

ンプライアンスの徹底と商慣行改善を目指す一環
として、消費先の皆様の自主保安の強化を図って
おります。

第77回  通常総会事業報告
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「周知文書解説書」は発行から8年経過し、その
間、法改正、新規にLP周知文書が発行されたこと
から昨年10月に全面改訂いたしました。併せて、
消費者保安講習テキストの充実を図るため4年ぶ
りに改訂し、各地域で開催される講習会で利用頂
いております。
高圧ガス保安協会の支援のもと、第5期（2017
年4月1日より2020年3月31日まで）の放置容
器処理事業の最終年度がスタートしました。第5
期3年度の処理内容は、毒性ガス容器5本、アセ
チレン容器303本を処理しました。
また、関連諸団体と連携して第31回目となる高
圧ガス容器の全国一斉特別回収を2019年10月1
日から31日までの期間にて実施しました。
（3）全溶連福祉共済団体保険の拡充
全溶連福祉共済団体保険は昭和59年より全溶

連組織のスケールメリットを活かした割安な掛金
で大きな保障を得られる共済制度としてスタート
して以来、会員各社の福祉と組合財政に大きく寄
与させて頂いております。
しかしながら、会員の統合・合併、廃業等の影
響で加入人員、加入口数とも減少傾向にあります。
加入促進の対策として第8回目のキャンペー
ンを2019年10月から2021年3月の間でポイン
ト加点基準による「ポイントゲットキャンペーン
PART3」を実施し、ポイント上位5組合について
第78回大会で表彰する予定です。
（4）全溶連賠償責任保険の拡充
2019年度の募集結果は507社の加入で前年

度に比較し、6社の増となりました。保険料は
58,625千円、前年比2.418千円の増額となりまし
た。目標としている加入率50％に比較し、2019
年度は54.1％と目標数字を若干上回りました。
（5）高圧ガス溶材企業年金基金の現況
当基金は、平成2年10月に「全溶連」を母体と

して「全国高圧ガス溶材卸厚生年金基金」を設立
し、その後平成29年7月1日付けで「厚生年金基
金」から「企業年金基金」に移行いたしました。移
行後はより健全な財政水準を維持でき、基金運営
は概ね順調に推移しております。
令和2年3月末現在で加入事業所370社、加入
員9,889名、年金受給者1,585名、年金資産総額
約94億円の規模となっています。
基金制度は事業主の皆様からお預かりした掛金
を年金資産として国内外の株式や債券等で運用

し、その収益をもって基金独自の年金を支給する
仕組みですが、2月以降は「新型コロナウイルスの
感染拡大」が世界的規模となり、金融市場への混
乱が年金資産運用にも影響を与えております。当
面は上下幅の大きい相場環境が予想されますが市
場動向に細心の注意をもって収益確保に努めてま
いります。
当基金は公的年金を補完する仕組みとして、ま

た会社を支える従業員の福祉向上の要請に応える
ためにもその役割は今後も重要になってきており
ます。
また、中小企業の福祉向上策として母体業界に

おけるより良い人材の確保および定着を図るため
にも益々大事な役割であるものと確信しています。

3.委員会活動の状況
（1）総務委員会
2020年2月13日（木）第1回総務委員会を開催

した。
議題	 ①	第77回全溶連総会（大阪）準備状況に関

する件および第78回全溶連大会（九州）
に関する件

	 	 ②2020年度事業計画（案）について
議題①第77回全溶連総会は2020年6月4日

（木）メルパルク大阪にて開催準備を進めており、
第78回全溶連大会は、2021年6月3日（木）にホ
テル日航福岡にて開催を予定している。
議題②基本的に2019年度の事業を継続してい

く事で決定した。
（2）組織委員会
2019年11月15日（金）組織委員会を開催した。

議題	 ①2019年度組織委員会活動方針について
	 	 ②全溶連組織の現状と会員数の推移について
	 	 ③加入促進について

・全溶連会員・賛助会員
	 	 ④全溶連加入メリットについて
議題①前年に引き続き組織の整備・拡充強化と

会員増強をいかに図っていくかを基本に活動して
いく。
議題②会員数は2019年4月に比べ同年10月で

は△11社の1,388事業所となっている。
議題③未加入の会社が賠償保険加入を目途とし

て2社入会した。賛助会員については、引き続き
加入促進に取り組む事となった。
議題④全溶連会員増強の基本方針を確認し、加
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入メリットとして、全般的、保安事業、福祉共済
事業の3つ内容について取り纏めた。
（3）財務委員会
2020年1月15日（水）財務委員会を開催した。
議題	 ①2019年度収支決算見込（案）について
	 	 ②全溶連財務状況について
	 	 ③2020年度収支予算（案）について
議題①2019年4月より2020年3月までの決算

（案）が承認された。当期予算利益△1,085千円
に対し、利益は269千円の見込みである。利益処
分案として前期繰越利益11,776千円に当期利益
269千円を加え、次期繰越金として12,046千円と
する。
議題②会費収入は11社減の△126千円、保安事
業関係の頒布収入は周知文書解説書の改訂版発行
により増収し、共済事業関係は減収し、2019年
度の正味財産は前期比292千円減の56,484千円
の見込みである。
議題③基本収入26,528千円、保安事業収入
9,070千円、共済事業収入6,212千円等の収入合
計43,460千円、契約社員更新、HP作成費用増、
前年度繰越金11,776千円を加算した55,236千円
の規模で評議員会に上程することが承認された。
（4）経済委員会
2019年10月4日（金）第1回　経済委員会を開
催した。
議題	 ①2019年度経済委員会活動方針について
	 	 ②賠償責任保険制度について
	 	 ③消費税軽減税率について
	 	 ④保安文書価格改定について
	 	 ⑤豚コレラ対応について
	 	 ⑥その他
議題①保安契約の促進に関する取り組み強化、
容器指針の策定と活用の推進で43県より指針が
出され残り4県については保安委員会と合同で取
り組む。高圧ガス販売店の教育支援資料を提供中
であるが、新たな要望についても検討する。
議題②2019年度の加入者数507社となり前年
比6社の増となった。合計保険料は58,625千円と
前年比2,418千円の増額となった。
課題③10月に8％から10％にアップしたが、ガ
スに関わる消費税軽減税率について説明した。
議題④消費税アップに伴い、全溶連保安文書価
格を見直すこととし、端数は避けて10円単位の価
格に設定した。

議題⑤2月に長野県で発生した豚コレラについ
て、長野県組合の取り組み報告を実施した。実施
後の行政に対しての要望、問題点について報告さ
れた。
議題⑥ネット販売については、経済・保安WG

でアンケート調査を行い、ある程度の影響力はあ
ったと思われる。
（5）保安委員会
2019年10月24日（木）第1回　保安委員会を

開催した。
議題	 ①2019年度保安委員会活動方針について
	 	 ②	高圧ガス事故（消費先）の現状と放置容

器の処理推進の件
	 	 ③自主保安活動の充実について
	 	 ④	JMGA「塩素と特定の可燃性ガス混載禁

止の規制緩和」の説明
	 	 ⑤その他意見交換
議題①活動計画としては自主保安活動の強化を

中心とし、保安文書の改訂と新規発行、放置容器
の処理促進、保安講習会に対する支援活動の強化
を進める。
議題②消費先の災害事故の原因は依然として設

備の維持管理の不良、誤操作・誤判断、作業環境
の不適といったヒューマンエラーが中心である。
第5期最終年度の放置容器処理事業（特別枠＝1

千万円／ 3年間）は2019年4月より2020年3月
までの期間で開始された。2019年度は内容物不
明容器3本、毒性ガス容器4本、アセチレン容器
260本を処理する予定である。
議題③2019年度周知文書は、26万部から27万

部発行している。LPガス周知文書は1万部を超え
る需要があり、2019年度から溶接溶断用と同様
に発行年度を記載する。「周知文書解説書」は新
規発行から7年経過していることから全面改訂を
図るため保安委員会全員参加による文書校正を行
い10月に完成した。「保安テキスト」についても
5年ぶりに内容を見直し改訂版を発行した。
議題④JIMGAより「塩素と特定の可燃性ガス混

載禁止の規制緩和」について説明会を行った。
（6）経済・保安合同委員会
2020年3月26日（木）第1回　経済・保安合同

委員会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め開催を中止した。予定していた合同委員会資料
は各委員に配布した。
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科　　　目 2019 年度予算 2019 年度決算
1. 基本収入

会費収入 26,528,000 26,402,000
2. 事業収入

保安事業関係 9,070,000 10,466,084
共済事業関係 6,212,000 6,120,057

（事業収入合計） 15,282,000 16,586,141
3. 全溶連総会収入 0 0
4. 事業外収入 1,650,000 1,746,471

収　入　合　計 43,460,000 44,734,612
5. 前年度繰越金 11,776,651 11,776,651

総　　合　　計 55,236,651 56,511,263

科　　　目 2019 年度予算 2019 年度決算
1. 事業費

保安事業関係 5,529,000 5,702,947
共済事業関係 880,000 855,534
その他事業費 5,640,000 4,624,374

（事業支出合計） 12,049,000 11,182,855
2. 会議費 2,890,000 2,807,093
3. 管理費 26,486,500 26,207,245
4. 総会・大会準備金 3,000,000 4,000,000
5. 営業外費用 120,000 368,325

支　出　合　計 44,545,500 44,565,518
6. 次年度繰越金 10,691,151 11,945,745

総　　合　　計 55,236,651 56,511,263

2019年度利益は次年度繰越金11,945,745円－前
年度繰越金11,776,651円＝169,094円となりま
した。

2019年度
収支決算承認の件

第2号
議 案

収入の部 単位=千円 支出の部� 単位=千円

（7）厚生委員会
2019年9月20日（金）　第1回厚生委員会を開
催した。
議題	 ①2019年度厚生委員会活動方針について
	 	 ②福祉共済制度の運用状況について
	 	 ③2020年1月更新時の募集について
	 	 ④新キャンペーンについて
議題①前年同様団体定期保険、傷害補償、医療
補償、GLTD（長期障害所得補償）の加入促進を
基本に活動していく。
議題②2019年8月の加入事業所数は356社、加
入数3,764名と1月に比較し事業所数で4社増、加
入人員では17人減、加入口数では57口減となっ
た。
議題③2020年1月更新分からの保険料につい
て、掛け金は前年同額の580円で募集。
議題④2019年10月から2021年3月までの期
間で、前回のポイント加点を見直し上位5組合を
全溶連大会で表彰する。

2020年2月13日（木）第2回厚生委員会を開催
した。
議題	 ①	2020年度福祉共済制度の更新結果につ

いて
	 	 ②	キャンペーンについて
議題①9月の委員会で保険料が未確定であった

が、掛金は前年同額の580円、保険料も370円で
決定した。
議題②ポイントゲットPART3キャンペーンの

集計結果報告
（8）広報委員会
2019年9月13日（金）広報委員会を開催した。

議題	 ①2019年度活動方針について
	 	 ②	2019年度会報誌発行スケジュール及び

掲載記事について
	 	 ③	特集記事　新春座談会、単位組合紹介に

ついて
	 	 ④賛助会員紹介記事について
	 	 ⑤写真コンテスト開催について
議題①2019年度事業計画は会報誌の発行、ホ

ームページの改変を基本とする。
議題②従来通り年4回の発行。
議題③今年度の新春座談会は栃木組合、来年度

は山口組合でお願いすることとした。
単位組合紹介は、10月号（北陸）、1月号（京都）、

4月号（奈良）、7月号（大阪）とする。
議題④新規加入の賛助会員を優先したスケジュ

ールで行う。
議題⑤10回目となる写真コンテストを開催す

ることとし、優秀作品は会報誌の表紙に掲載する
こととした。

6

第77回通常総会事業報告



2020年度の利益は次年度繰越金11,330,245円から前年度繰越金11,945,745円を引いた額▲
615,500円とする予算案が提案され第4号議案は承認された。

2020年度収支予算（案）
承認の件

第4号
議 案

科　　　目 2019年度実績 2020 年度予算
1. 基本収入

会費収入 26,402,000 26,396,000
2. 事業収入

保安事業関係 10,466,084 8,740,000
共済事業関係 6,120,057 6,087,000

（事業収入合計） 16,586,141 14,827,000
3. 全溶連総会収入 0 960,000
4. 事業外収入 1,746,471 1,700,000

収　入　合　計 44,734,612 43,883,000
5. 前年度繰越金 11,776,651 11,945,745

総　　合　　計 56,511,263 55,828,745

科　　　目 2019年度実績 2020 年度予算
1. 事業費

保安事業関係 5,702,947 5,240,000
共済事業関係 855,534 860,000
その他事業費 4,624,374 5,600,000

（事業支出合計） 11,182,855 11,700,000
2. 会議費 2,807,093 3,700,000
3. 管理費 26,207,245 27,278,500
4. 総会・大会準備金 4,000,000 1,700,000
5. 営業外費用 368,325 120,000

支　出　合　計 44,565,518 44,498,500
6. 次年度繰越金 11,945,745 11,330,245

総　　合　　計 56,511,263 55,828,745

収入の部 単位=千円 支出の部� 単位=千円

1.高圧ガス保安法及び関連法規の周知徹底とそ
の遵守

2.高圧ガス保安法に基づく「周知義務」の履行と
徹底

3.主管庁との密接な連絡・関係法令の答申並びに
伝達指導

4.自主保安活動並びに消費者への保安対策の強
化・推進

5.関連業界及び団体との共同事業の推進

6.高圧ガス停滞容器全国一斉特別回収の継続実
施

7.高圧ガス不明容器処理の対策・推進
8.組織の整備・拡充強化と会員増強努力
9.福祉共済制度・団体定期保険（キャンペーン）

及び傷害補償、医療補償、GLTDの拡充並びに
賠償責任保険制度の普及

10.会報誌の発行、各種保安文書・資料の頒布
11.第77回全溶連総会（大阪）の開催および第78

回全溶連大会（九州）の準備
12.「高圧ガス溶材企業年金基金」の拡充

2020年度事業計画（案）第3号
議 案

流動資産（現金・預金等） 60,070,942
固定資産（敷金） 5,040,500
資産合計 65,111,442

流動負債（未払費用等） 1,057,378
固定負債（大会準備引当金等） 7,108,319
負債合計 8,165,697

差引正味財産 56,945,745
負債並びに正味財産合計 65,111,442

財産目録� 単位：千円

次に利益処分案として本年度利益169,094円を前年度繰越利益11,776,651円に加えた11,945,745円
を次年度繰越金とする利益処分案が提案され第2号議案は承認されました。
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単位組合紹介

所 在 地　〒550-0013
　　　　　大阪府大阪市西区新町1丁目14番37号 フジビル6階

TEL：06-6535-3301　FAX：06-6535-3303
理 事 長　𠮷田充孝
設　　立　昭和35年7月11日
会 員 数　124社

大阪高圧ガス熔材協同組合

組　織
①役員数及び人数
理事23名、　監事3名
内訳：�理事長1名、副理事長1名、専務理事

1名、常務理事4名
②委員会及び支部
委員会構成：総務・企画委員会、保安委員会、
厚生委員会、教育委員会、容器委員会
支部構成：中央支部、東支部、西支部、南支
部、東北支部、淀川支部、城南支部、阪南支部

主な活動内容
①�放置容器の啓発・回収対象を拡大した地域の
保安活動
当組合では、容器委員会を中心に長期停滞
容器、所有者不明放置容器の早期回収の啓発
活動に取組んでいます。
まず、組合員への啓発活動としては、全溶
連主導のもと、秋季に実施される全国一斉容
器回収運動に加え、組合独自でも夏季に所有
者不明容器の合同回収を行なう等、放置容器
の調査機会を増やし、長期停滞容器等の発生
を未然に防ぐ取り組みを行っています。
また、地域住民等の方々への啓発活動で
は、大阪府内の高圧ガスの許認可等の権限を
有する「高圧ガス保安三法事務連携機構おお
さか」、近畿圏内の所有者不明・放置容器の
対策事業を行なう「近畿高圧ガス容器管理委
員会」及び当組合の三者により、大阪版放置
容器早期回収の啓発ポスター・チラシを毎年
度作成、公共交通機関の駅貼りポスター、各

消防本部が参加する地元住民・企業向けの集
会等々でのチラシ配布などを行っており啓発
活動の結果、一般住民等の方々からの容器回
収要請は、年間平均50回、140本程度を占
めるまでになり、身近にある放置容器に関心
を頂くなどの効果となっています。

②保安教育への取組
保安委員会が主として保安教育等を担当、

組合員事業所の販売主任者を主に対象とする
研修会、一般消費者を対象とする講習会を
各々年1回、行政、高圧ガス関係保安団体と
の共催により年2 ～ 3回開催しています。
全溶連より頒布される保安教育資料について
も普及周知を行なっています。

③保安活動以外の事業活動について
溶接・溶断の作業現場で必要とされるガス

溶接、アーク溶接の資格を得るための講習会
を教育委員会が実施しています。両講習会と
も年間4～ 5回行なっており、溶接作業現
場での安全教育の向上に大きく貢献していま
す。
また、全溶連が推進する福祉共済保険、第

三者賠償責任保険等の保険事業については、
厚生委員会・保安委員会が担当、支部会開催
時に委員が出席の上、加入者の増加に努めて
います。
以上のように、当組合はそれぞれの委員会活

動が活発ですがそれを支えるのが理事を含めた
組合役員、組合役員を支える支部会員であり、
今後も組合員企業に役立つ事業組合として、地
道な活動を行なってまいります。

𠮷田充孝理事長
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賛助会員の広場

500A 余裕の溶接性能、炭酸ガスエンジン溶接機の最高峰。
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〒104-8389　東京都中央区京橋一丁目7番2号（ミュージアムタワー京橋）
TEL.03-5579-5404　Fax.03-5524-5790
〒541-8557　大阪市中央区北浜二丁目6番18号（淀屋橋スクエア）
TEL.06-6206-7184　FAX.06-6206-7196
〒450-6421　名古屋市中村区名駅三丁目28番12号
TEL：052-563-8201　FAX：052-584-6400
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お知らせ

第三十話 「〇〇怖い」の巻

新規メンバー
登録方法

新規登録メンバー画面が開きますので必要事項を入
力し送信します。ご自身のメールに「ログインID・パ
スワード」が通知されますので、再度全溶連ホームペー
ジの会員専用ページへアクセスし、必要事項を入力し
て下さい。また、会員登録の方法は、全溶連ホームペー
ジの会員専用ページの見本を参照して下さい。
登録すると定款・規程・会員名簿・役員名簿・委員
会名簿・議事録が見られます。

インターネットを開きアドレスバーに
http://www.zenyoren.com/

pwmgr/index.html
を入力。

全溶連ホームページ
会員専用ページへの

1111



（2020年6月承認）　B20-100983

このご案内は概要を説明したものです。ご加入にあたっては必ずパンフレット(「全溶連・福祉共済制度のご案内」)および「重要事項のご説明 契約概要のご説明・注意喚起情
報のご説明」をあわせてご覧ください。また、詳しくは「ご契約のしおり(普通保険約款・特約)」をご用意していますので、取扱代理店または引受保険会社までご請求ください。
ご不明な点につきましては、取扱代理店または引受保険会社にお問合わせください。

団体お問合わせ先 一般社団法人全国高圧ガス溶材組合連合会 TEL 03-5296-0430

引受保険会社 あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
広域法人開発部　営業課
〒103-8250 東京都中央区日本橋3-5-19
TEL 03-6734-9608

取扱代理店 株式会社 星和ビジネスリンク
〒108-0014 東京都港区芝4-1-23
TEL 0120-288-270 （平日9時～ 17時）

掛金は右記のとおりです。
加入タイプと加入口数を
選んでお申し込みください。

※団体定期保険にご加入の
事業所が加入できます

AAタイプ
業務上のケガを補償 24時間補償

100万円
1,500円
入院中に受けた手術：傷害入院保険金日額の１０倍
入院中以外に受けた手術：傷害入院保険金日額の５倍
ー
90円

BAタイプ
ー

1,000円

ー
40円

CAタイプ
ー

1,000円

500円
90円

DAタイプ
100万円
1,500円

500円
370円１名・１口あたりの月額掛金

傷害死亡・後遺障害保険金額
傷害入院保険金日額
傷害手術保険金
傷害通院保険金日額

■補償内容および掛金
（１口あたり・最高１０口まで）

保
険
金
額

補　 償　 内　 容
加 入セット名

企業の福利厚生としてご活用いただいています。

全溶連・福祉共済制度
傷害補償

〈団体総合生活補償保険〉

福祉共済制度のパンフレットをいますぐ確認！！
毎月加入
できます

全溶連・福祉共済制度（医療補償・長期収入サポート制度）にご加入のみなさまへ

新型コロナウイルス感染症に罹患した場合の
補償内容についてご案内いたします

傷害補償全タイプに傷害補償全タイプに
「天災危険補償特約」
「熱中症危険補償特約」が追加されました！が追加されました！

とと

■医療補償（XD・YDタイプ）（団体総合生活補償保険）※
被保険者が新型コロナウイルスに感染し、次のいずれかに該当する場合も、入院したものとして
取り扱い、保険金のお支払対象とします。
（1）医師の管理下においてまたは医師の指示により臨時の医療施設（ホテル、宿泊ロッジ、

体育館、公民館等）に入り治療を受けた場合
（2）医師の指示により自宅で療養した場合

■長期収入サポート制度（団体長期障害所得補償保険）
被保険者が新型コロナウイルスに感染したことにより身体障害が発生し、免責期間をこえて
就業障害が継続したことにより所得が減少した場合も保険金お支払いの対象となります。

※傷害補償は、新型コロナウイルス感染症を補償する特約はセットしておりません。２０２１年１月１日始期分より、DAプラン
（２４時間補償）のオプション特約を準備中です。（募集パンフレットは１０月頃配布になります）

一般社団法人 全国高圧ガス溶材組合連合会
東京都千代田区神田北乗物町12（大竹ビル）　Tel.03-5296-0430　Fax.03-5296-0435
http://www.zenyoren.com/　e-mail:honbu@zenyoren.com

発　行　所
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